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ミニマルファブが実用的な多品種少量生産システムであることを実証
ミニマルファブを核とする新しいデバイス製造産業エコシステムを創出
九州発の新たなデバイス産業の創出を加速

九州の大学・公的機関、企業等と連携し、多様なデバイスの試作を可能
とすることで、潜在ユーザーがチャレンジしやすい試作環境の提供を目指す

ミニマルファブ内/ファブ間 通信に向けたリモート接続機能原理を実証
レシピビジネスを構築するための暗号化システムを開発

pMOS実デバイス（産総研つくばCのミニマルファブで作成）の
BGAパッケージを試作し、良好な電気特性を確認

目的

3つのミッション
成果事例-１

成果事例-２

成果事例-３

改善設計をすぐに形にできるミニマルファブの特長を最大限に活用し、
人工心臓の血栓形成をリアルタイムに検出するための光MEMSセン
サー部品を短期間で試作することに成功

産業技術総合研究所つくばセンターの 「ミニマルBGAパッケージング試作ライン」 を九州センターに移設し、
ミニマルIOTデバイス実証ラボ（IDELA（イデラ）: Minimal IOT Device Prototyping Laboratory）を開設

初期デザイン
遮光部品搭載光センサ 血液ポンプ

改良デザインセンサのモニタリング試験結果

遮光部品搭載無し

血栓検出感度の向上を実現


